
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ミシマ社” 

三島邦弘さんにきく 
本の未来 出版の未来 

秋の読書週間 2021 

出版界のパイオニア、ミシマ社代表三島邦弘さんに紙の本への思

いや出版、流通に関する“未来”についてお話いただきます。 
（当日の進行は宮崎の高校生が行います） 

講演会詳細 
会 場  県立図書館２階研修ホール 

対 象  高校生以上 

定 員  先着 30 名 

参加費  無料 

講 師  三島 邦弘氏（株式会社ミシマ社代表） 

主 催  宮崎県立図書館 

協 力  宮崎県立高等学校の高校生 

※Zoom での開催になる可能性があります 

当日のスケジュール 

１０：００～１０：３０ 受付開始 

１０：３０～１１：２０ 講師による講演 

１１：３０～１２：３０ インタビュー 

当日用意いただきたいもの 
筆記用具（任意：おすすめの本、POP） 

事前にご準備いただきたいこと 
講師へのメッセージや質問を募集していま

す。10/15（金）までに

toshokan@pref.miyazaki.lg.jp へお送りく

ださい。 

また、よろしければご自身のおすすめの本

を紹介 POP とともにお持ちください。会場

内にて展示いたします。 

お申し込み方法 

電話・メール・FAX でも受け付けて

おります。 

 

メール件名「本の未来申込み」 

① 氏名（必須） 

② 電話番号（必須） 

③ 講師へのメッセージ・質問をお知

らせください。（任意） 

問合せ・申込み先 企画担当 

Tel：0985－29－2911 Fax：0985－29－2491 

Mail：toshokan@pref.miyazaki.lg.jp 

１０月３０日（土）１０時３０分～１２時３０分   日時 

講師プロフィール 

三島邦弘 講師 

1975 年、京都府生まれ。京都大学文学部

卒業。出版社２社で編集を経験したの

ち、2006 年に単身、株式会社ミシマ社を

設立。「原点回帰の出版社」を標榜し、

ジャンルを問わず一冊入魂の本を刊行し

ている。 

秋の読書週間にあわせ、ミシマ社三島邦弘講師に紙の本への思いや出版、流通に関する今後の展望

についてお話いただきます参加者との交流を深めることにより、県民の読書活動の推進を図りま

す。 


